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①自分の考えをもつこと

⑤目的や意図を意識して書くこと

丹波市立大路小学校の実践

書くこと領域
目的や意図を明確にして書くこと

関 るつま き解消 向けた系統的 取組

自分の考えが効果的 伝わ う 、理由を明確 て根拠
を挙 て書く と第6学年

目的 応 た小見出 を作 、自分の考えと区別 て説明
文章を書く と第5学年

目的や表現の仕方の関係を考えて文章を書く と第4学年

自分の考えが明確 う 、考えと理由を整理 て書く
と第3学年

自分の考えを明確 が 、場面のつ が を考えて文章
を書く と第2学年

自分の考えを明確 が 、調べた とをまとめ と第1学年
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事実や具体例 引用 た内容 自分の意
見 区別 い

目的や意図 合 た事実を選び 意見
区別 自分の考えを書く

目的や意図 合 た理由や事例 挙
い

目的や必要 応 理由や事例を挙
自分の考えを書く

伝えたい事柄を決 い相手を意識 伝えたい事柄や自分の
考えを書く

①単元の目的や目標 終末段階を導入段階 明確
示
→相手や目的や意図を意識 教材を え 単元の見通 を

う

③書く視点やヒントを示した上 ワークシート 自
分の考えをま め 活動を取 入
→目的や意図 沿 た内容をま 自分の考えを書く う

③めあ を確認し 振 返 を行う
→ あ 達成 た 自己評価 次への学び
う

つま き解消 向けた取組の視点

５８
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書くこと③
第1学年

自分の考えを明確 し がら、調べたことをまとめること

の の たをつく う
い い ふ 東京書籍

目標 書 い 内容を事柄 読 取 わ や調べ を を作
内容 ・読 取 調べ を 事柄 書く いう単元 見通 を

・書 い 内容を事柄 役目・ く ・ 読 取 大事 言葉を探 文章

・ を作 交流 振 返

単元名

調べたこ 学習のめあ (役目・つく ・ こ を意識し
書く) 則した伝えたい内容 決め い

　

◯ジ
 
ェ
ッ
ト

す

い
よ
大

く

や
く

ぶ
よ

ぼ
く
も

っ

た
い
な

自分 関心を を
感想 書 出 い

事柄
書く いう目的意識
い い

　

◯で
 
ん
し
ゃ

た
く

ん

い
っ

い

す

し
ゃ
し
ょ
う

ん

い

す
乗 物 特徴や事実 書い
い 学習 あ 則
内容を見 役目・
く ・ を表 書
方 書い い

・調べ を事柄 整理 伝え い内容 決 う
・目的を意識 教材文を読 取 う 教材文 事柄 定型文を活用 文
章 書 う

調べたこ 学習の あ (役目・つく ・ こ を
意識し 書く) 則した伝えたい内容 決 い

場面 う 伝え い事柄を決 い

自分 考え 理由を整理 順序立 書く
い

2 文章を読 取 意図や目的 違い
挙 い

目的 応 小見出 を作 内容を説明 文章を自
分 考え 区別 適切 資料を入 書 い

自分 主張 沿 理由 理由 根拠 書
い

つまず の実態

閣の の たをつく う

閣絵を見 話を作 う

閣理由 わ う 書 う

閣
広告大賞を目指 夢 ○○商品
広告を作 う

閣和 魅力リーフレット を作 う

閣自分 投書を新聞 投稿 う

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年
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導入時に教師作成の成果物を提示し わかった 調べた した とを事柄 とにまと ての
のか たを作 という単元の終末段階を示す

期待さ 児童の姿
教師作成の成果物 提示す

学習 す の
単元の見通し

毎時間の目的意識
明確 う

主体的 学び

言語活動の
モ ル

事柄 とに色分けした穴埋 形式のワークシートを用い
活動 らい▶・事柄 内容 整理した 事柄 の書 方 意識した す

穴埋め式のワークシー

期待さ 児童の姿
事柄 色分 し マス目 使 た穴
埋 式のワークシート 大事 言葉 書
せ 事柄 内容 整理

う

活動 らい▶・目的意識や学習の見通し
・目的的 教材 え 事柄 読み取

教材文 学習す 内容や書 方 イアウ わ 成果物を提示し 学習へ 意欲付けや
学習 見通しを う す 提示す 成果物 言語活動 モ い い 段階 児童

う 書け 良い 考え う す

役目 つく 書 い 段落 中 大事 言葉を穴埋 し い ワー
クシー を用意し 児童 事柄 内容を考え う す ま 理由を話し合う 事
柄 書 方 気付く う す
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書くこと③
第2学年

自分の考えを明確 し が 、場面のつ が を考えて文章を書くこと

・場面の様子や人物 い 想像を広 物語を書 ポイントを意識 場面の を
考え 書 い内容を決 う

・場面 変わ 出来事を 言葉を活用 場面の書 出 や書 終わ 留意
一 一 の場面 あ 物語を書 う

絵を見てお話を作 う
絵を見 話を作 う 東京書籍

目標 絵 場面の様子を想像 一 一 の場面 う 物語を書
内容 ・場面 う 物語を書 いう単元の見通 を

・絵 場面の様子や人物を想像 書 い内容を明
・書 出 の文や出来事を 言葉を使 場面 う 物語を書
・物語を交流 合い 単元を振 返

単元名

場面 つ う 伝えたい事柄を決め い

　

あ

日
う
さ

す
が
あ
そ
ぶ
話

し

い
ま
し
た

す
が

いっ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う

言
う

う
さ

が

う

あ
そ
ぼ
う

言
い
ま
し
た

　

う
さ

す
が

あ

いっ
し
ょ

に
あ
そ
ぼ
う

言
い
ま
し
た

あ

がう

あ
そ
ぼ
う

言
い
ま
し
た

　

野
原
の
上

こ
ろ
が
っ

あ
そ

ま
し
た
三
人

楽
し

あ
そ

帰

ま
し
た

様子 急 変わ
出来事を
言葉や次 場

面設定 書
出 の文
前の場面

い い

次の場面
う 会話文や様子

を表 文 い

同 う 会話文
様子を表 表現

少 い

閣

閣

閣

閣

閣

閣

調 学習の あ (役目・ ・ を
意識 書 ) 則 伝え い内容 決 い

場面がつ が う 伝えたい事柄を決め い

自分の考え の理由を整理 順序立 書
い

2 の文章を読み取 の意図や目的 違い
挙 い

目的 応 小見出 を作 の内容を説明 文章を自
分の考え 区別 適切 資料を入 書 い

自分の主張 沿 理由 の理由 根拠 書
い

つまず の実態

の の を う

絵を見てお話を作 う

理由 わ う 書 う

広告大賞を目指 夢の○○商品の
広告を作 う

和の魅力リーフレット を作 う

自分の投書を新聞 投稿 う

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年
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物語を書 ポイントを提示し 場面の様子や人物 ついて 話し合わせる
活動 らい▶・場面 様子や人物 い 想像 広 自分 書 たい内容 明確 す

期待さ 児童の姿
物語 書 ポイント 提示し そ

話し合う 考え 視点
書 たい内容 明確

た 物語 展開 見通した よ
う

書き出しの例や出来事をつ 言葉を提示し ワークシート 場面の冒頭の一文を書かせる
活動 らい▶・前 場面 よう 次 場面 書 始

・前 場面 文章 読 返し 次 場面へ 考え直す

授業の様子

いつ こ こ う 気持 話 こ 物語を書 上 考え ポ
イントを書い 掲示物を提示 児童 場面 応 書 内容を落 さ 考え う

うさ おいしそう 早
う 言 い 思う

木 た さ リ
ン い び
し い よ

た さ 持 帰
う リュック ック
持 い よ

ワークシート

期待さ 児童の姿
書 出し 例や出来事 言葉 ヒント ワークシート
場面 冒頭文 書 交流す 聞 合う 場面

気付いた 様子 表す言葉 書 加えた 前 場
面 見直した よう

場面をつ 言葉： そ こ
場面 書 出 言葉： 山 上

次 日 場面 書 始め 使う言
葉を提示 児童 言葉を使え 場面 つ

考え う
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書くこと③
第3学年

自分の考えが明確 るよう 、考えと理由を整理して書くこと

・多様 視点 考え の理由を整理 書 う
・自分の考え の理由を 順序を表 接続詞や理由を表 言葉を使 順序立 説明 文
章 書 う

理由 わ るよう 書こう
理由 分 う 書 う 東京書籍

目標 自分 絵文字を考え の考え 理由を整理 順序立 説明 文章を書く
内容 ・自分 絵文字を考え を説明 文章を書く いう単元の あ を

・自分の考えを理由付 順序立 説明 書 方 い 学習
・絵文字を考え 説明 文章を書く
・文章を交流 単元を振 返

単元名

自分の考えたこ その理由を整理し 順序立 書くこ な
い

６３

わ

は

う
表

絵
文

字

考
え

　

う

は
ほ
う
き

使
い

ち
り

り

も
使
い

う
き

も
い
り

　

な
さ

う

ょ
う

う考え の
自分の考えの理

由 明確 い

似 う 内容 並
列 述べ い

や 次 の順
序を表 言葉 使え い
い

～ ～の の
理由を表 語句 使え い
い

閣

閣

閣

閣

閣

閣

の の を く う

絵を見 話を作 う

理由 わ るよう 書こう

広告大賞を目指 夢の○○商品の
広告を作 う

和の魅力リーフレット を作 う

自分の投書を新聞 投稿 う

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

調べ 学習の あ (役目・ く ・ を
意識 書く) 則 伝え い内容 決 い

場面 う 伝え い事柄を決 い

自分の考えたこ その理由を整理し 順序立 書くこ
い

2 の文章を読 取 の意図や目的 違い
挙 い

目的 応 小見出 を作 の内容を説明 文章を自
分の考え 区別 適切 資料を入 書 い

自分の主張 沿 理由 の理由 根拠 書
い

つまず の実態
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多様 視点 理由 書け よう 絵文字をパーツ 分け 意味付けを考えさせ
活動 らい▶・1 絵文字 対 多様 視点 考え そ 理由を整理 書くこ

期待さ 児童の姿
絵文字をパーツ 分け こ

多様 視点 考え
考え 理由を整理 書く
こ う

ワークシート

め 中 終わ ま ま 理由や順序を表 接続詞 考え 理由を書く 文末表現
表現 工夫を話 合 見 け出させ

授業の様子

期待さ 児童の姿
理由付け 順序立 説明

書 方 わ 自分
文章 い こ
う

６４

絵文字の一つ一つのパーツ つい 気付いたこ 何を表す絵文字 その理由 つ るこ を整
理し 書 ま める う する

説明
中 終わ

ま ま を考え
大切

活動 らい▶・自分 考えを理由付け 順序立 説明 書 方 わ

教科書の文章 理由を表す 使う言葉や順序立 説明する 使う言葉 文章構成 を見つ
ける う する ペア 話し合わせた後 全体 出し合い 出 た表現の工夫を一覧表 ま めるこ
順序を意識し 自分の文章 活用 る う する

自分 考えを書く
～ 思いま や ～
考えま いう言葉
を使う いい

一 目 二 目 い
う言葉を使う 理由を整理
書 や い

考え 理由を書く
～ や ～
いう言葉を使う

いい
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書くこと③
第4学年

目的や表現の仕方の関係を考えて文章を書くこと

広告大賞を目指して 夢の○○商品の広告を作 う
広告 説明書を読 く べ う 東京書籍

目標 目的 合わせ 表現 違い 気を付け 2 文章を読 違いを 目的 表現 仕方
関係を考え 広告を書く

内容 ・目的 表現 仕方 関係を考え 広告を書く いう単元 見通 を
・広告 説明書 目的 応 表 方 工夫や違いを キーワー を使
・目的 表現 仕方 関係を考え 広告を書く
・広告を交流 合い 単元を振 返

単元名

2つの文章を読 取 の意図や目的 違い 挙げ
い

　

広
告

商
品

特

ょ
う
や
す

い

こ

を

き

多

人

上
手

伝
え
よ
う

す

も

す
　

そ

対
し

説

明
書

使
用
方
法
や

使
用
上

注
意

を

中
心

書
か

い

役割や目的 具体的
示さ い い

広告 目的 書 い
目的 合わせ

表 方 工夫 具体的
示さ い い

・2 文章を比較 読 目的 表 方 結び付 わ う 違い 気
を付け 文章 こ う

閣

閣

閣

閣

閣

閣

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

を く う

絵を見 話を作 う

理由 わ う 書こう

広告大賞を目指して 夢の○○商品の
広告を作 う

和 魅力リーフレッ を作 う

自分 投書を新聞 投稿 う

学習内容 単元名

調べ こ 学習 あ (役目・ く ・ こ を
意識 書く) 則 伝え い内容 決 い

場面 う 伝え い事柄を決 い

自分 考え こ 理由を整理 順序立 書くこ
い

2つの文章を読み取 の意図や目的 違いが
挙げ い

目的 応 小見出 を作 内容を説明 文章を自
分 考え 区別 適切 資料を入 書け い

自分 主張 沿 理由 理由 根拠 書け
い

つ ず の実態
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書 い 事柄の違いや表し方の工夫 い 話し合い 違いをわ やすく板書 整理す
活動 らい▶・目的 意図 応 取 上 方 違い 表 方 工夫 気付く

広告 説明書の書か てい 事柄や表し方 いて 読 取 こ を話し合わせ 際 板書を上下 分
け 広告 説明書を左右 分け 書か てい 事柄 表し方の工夫 いて示す 構造的 書き め

の目的や書き手の意図 気付く う す

授業の様子

整理した内容 キーワー を提示し そのキーワー を使 目的 表し方の結び付 気
を付け 違いをワークシー ま めさせ

期待さ 児童の姿
板書 整理さ 内容 手 違い
比べ キーワード 提示

表 方 違い 気 付
う

６６

説明書 注意 ほ い
い ぱい書い あ

広告 短い言葉 説明書
詳 く書い あ

広告 キャッチコピー 書
い くさ 人 買
う い

広告 商品 特徴 キャッチ
コピー 商品 いい
書い あ

活動 らい▶・2 文章 読 比べ 目的 表 方 結び付 わ う 違い 文章

授業の様子板書 対応し ワーク
シー を準備し 板書の
キーワー を使 て 目
的 違いを書き
め う す 違
いを書き め 観点を
書い 掲示物を提示し

の観点か 目的
違いを め

う す

期待さ 児童の姿
書 い 事柄 表
方 工夫 違い 話
合わせ 板書 明確
整理 目
的 表現 関
係 気付く う
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書くこと③
第5学年 目的に応 た小見出 を作 、自分の考えと区別 て説明 文章を

書くこと

・本文全体 キーワー を見 出し 小見出し 書 う
・小見出し 沿 内容 い 目的 合 具体的 説明や適切 資料を入 文章を書

和の魅力リーフレット を作 う
和の文化を受 ー和菓子をさ 東京書籍

目標 集 情報を用い 和の文化の魅力を表し 小見出し の説明 入 和の魅力リーフレッ
を書

内容 ・和の魅力を見 の魅力を リーフレッ を作成 いう単元の見通しを
・魅力の見 方 リーフレッ の書 方を学ぶ
・リーフレッ を交流し 単元を振 返

単元名

目的 応 た小見出 を作 その内容を説明 文章を自分の考え
と区別 て適切 資料を入 書け い

節
句
に
食
べ

和
菓
子

　

和
菓
子

年
中
行
事

結
び
つ
い
い

年
中
行
事

あ

に
食
べ
ま
す
和
菓
子
に

願
い

こ

ら

い

思
い
ま

す
キーワー を使 小見出
し 書 い

自分の考えを書 願いの
中身 書 い い適切 資料を選べ い

和菓子 込 い 願い
や食べ 日 和菓子の種類
目的 合 具体的 内容
を選べ 小見出し 沿
説明 書 い

閣

閣

閣

閣

閣

閣

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

の の を う

絵を見 話を作 う

理由 わ う 書 う

広告大賞を目指し 夢の○○商品の
広告を作 う

和の魅力リーフレット を作 う

自分の投書を新聞 投稿し う

学習内容 単元名

調べ 学習の あ (役目・ ・ を
意識し 書 ) 則し 伝え い内容 決 い

場面 う 伝え い事柄を決 い

自分の考え の理由を整理し 順序立 書
い

2 の文章を読 取 の意図や目的 違い
挙 い

目的 応 た小見出 を作 その内容を説明 文章を自
分の考えと区別 て適切 資料を入 が 書け い

自分の主張 沿 理由 の理由 根拠 書
い

つま の実態
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読み取った和菓子 魅力を板書 整理し キーワー 小見出しを作 グ ープ 吟味す
活動を取 入

期待さ 児童の姿
自分 和菓子 魅力 思 理
由を明確 交流 こ

キーワー を見 けや く
目的 応 小見出 を作 こ

う

授業の様子

小見出し 沿っ 説明す 内容や資料 う も 適切 話し合い 自分 ーフ ッ
い す う す

期待さ 児童の姿
説明 内容や資料 い 話 合うこ

小見出 沿 内容や資料を考
え リーフレッ を作 こ

う

６８

活動 らい▶・文全体 キーワー を見 け 目的 応 小見出 を書くこ

和菓子の魅力の見 け方 その理由の述べ方 キーワードの見 け方 何度も出 く 言葉 題名 関連
のあ 言葉 問い 対す 答えの段落 出 く 言葉 事前 指導す こ ・・・和菓子 の言
葉 作 た小見出し グループ 吟味す 際 の言葉 使えば いの 考え う す

答え 段落 年中行事 茶
道 いう言葉 あ

年中行事 いう言葉
何度 出

願い こ い こ 魅力
け 小見出 く説明 書い
いい あ

活動 らい▶・小見出 沿 説明を自分 考え 区別 目的 合 内容や適切 資料を入 書
くこ

事前 下記の う 文章や資料 い 全体 比較させ こ 説明の文章や資料 良いの
考え う す
・感想や考え 書い あ 文 小見出しの説明 書い あ 文
・表や写真 資料 効果的 使 い もの 無いもの

授業の様子 こ 具体例 写真を
入 説明 う

歴史 説明 年表を
入 いい

Title:057-070_大路小.eca Page:13  Date: 2017/06/09 Fri 16:47:58 



− −

書くこと③
第6学年 自分の考えが効果的に伝わるように、理由を明確にして根拠を挙

て書く と

・自分 主張 適 理由や根拠 い 確認 文章を書く う
・理由 根拠 を意識 適切 接続詞を使 自分 投書を書く う

自分の投書を新聞 投稿しよう
新聞 投書を読み比 う 東京書籍

目標 自分 主張 伝わ う 理由を明確 根拠を挙 投書を書く
内容 ・理由 根拠を明確 自分 主張を投書 いう単元 見通 を

・自分 主張 沿 理由 根拠 挙 方 書 方 読み手を説得 工夫を学ぶ
・主張を明確 理由 根拠を挙 投書を書く
・投書を交流 新聞社 送 単元を振 返

単元名

自分の主張 沿 た理由とその理由 る根拠 書け い。

６９

私

犬

殺
処
分

反

対

す
そ

人

勝
手

行
動

命

奪

わ

し
い

思
う

ら

す

例

え

私

家

犬

も

わ
い
い

殺

さ

わ
い

そ
う

す

自分 主張 沿 理由 述
い 理由 人 勝手
行動 命を奪わ
い 根拠 く 自分
思いを述 い

理由

閣

閣

閣

閣

閣

閣

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

を く う

絵を見 話を作 う

理由 わ う 書 う

広告大賞を目指 夢 ○○商品
広告を作 う

和 魅力リーフレット を作 う

自分の投書を新聞 投稿しよう

学習内容 単元名

調 学習 あ (役目・ く ・ を
意識 書く) 則 伝え い内容 決 い

場面 う 伝え い事柄を決 い

自分 考え 理由を整理 順序立 書く
い

2 文章を読み取 意図や目的 違い
挙 い

目的 応 小見出 を作 内容を説明 文章を自
分 考え 区別 適切 資料を入 書 い

自分の主張 沿 た理由とその理由 がる根拠が書け
い。

まず の実態
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主張 対す 理由 その根拠の示し方 つい の意見のつ わ う 板書 整理す

期待さ 児童の姿
主張 対す 様々 理
由 根拠を聞くこ

自分の主張 沿
た理由 根拠の

い 再考
よう

授業の様子

根拠 し 挙げ 内容の例 理由や根拠を書く際の接続詞等を提示し 活用させ
活動 らい▶・理由 根拠の 文 文の を意識し 書くこ

掲示物

期待さ 児童の姿
提示さ た根拠の例等を参考 す こ 理由 根拠の や読み手を説得
す 述べ方を意識し 投書を書くこ よう

７０

活動 らい▶・自分の主張 沿 た理由 その根拠を明確 す こ

の主張の理由 考え 説得力をも せ 根拠 わ う 挙げ 根拠の具体例 経験・見
聞・資料・言葉 を理由 共 板書 整理し 理由 根拠の違いを視覚的 認識し 2 を げ

え う す

根拠の例 経験 見聞 資料 引用文 や原因及び理由を示す の接続詞 し
等を示し 児童 投書を書く時や読み返す際 の根拠を使えば自分の主張 沿 理由 根拠
の の接続詞を使えば文 文 読み手を説得 の 考え う す
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